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HANDS プロジェクト第 1 回外国人児童生徒支
援会議が、7月23日UUプラザにて開催されました。
この会議は栃木県教育委員会から「外国人児童生
徒教育拠点校」（以下、拠点校）に指定されてい
る、小中学校 40 校の日本語教室（教室名称は学
校任意）担当教員をメンバーとしています。ここでは、
開催に先立ち実施したアンケ トー回答の中から、各
校の担当教員数やかれらの経験年数、そして担当
教員が抱える悩みなどを紹介することによって、栃
木県内の小中学校における「外国につながる教育」
体制を把握したいと思います。
40 校の内訳は小学校 30 中学校 10となり、県
内で外国人が多く居住する主な地域に開設されて
います。しかし、足利市・栃木市・那須塩原市・
鹿沼市・壬生町の 4 市 1 町については、小学校に
拠点校がありながら中学校に拠点校が無いという
実態もあります。また拠点校とは別に、宇都宮市と
小山市には、「初期指導教室」が開設され、学校
生活に必要な日本語や基礎的な教科学習を指導し
ています。「初期指導教室」は栃木市にも開設され
ていますが、前述 2 市のような独立教室ではなく、
栃木中央小学校の日本語教室と連携する形で運営
されています。
全拠点校における日本語教室担当教員数の合計
は 56 名で、担当が 2 名以上いると回答したのは
40 校中10 校でした。拠点校に指定されると教員
の加配措置を受けることができ、学校の実情によっ
ては複数名が加配される場合もあるようです。しか
し、56 名中何名が加配教員か、また教諭と講師の
別などは把握することはできませんでした。
担当教員の外国人児童生徒教育に関する経験年
数を見てみると、今年 1年目が 10 名、2 年目と3
年目が共に11 名となり、全体の 57％を占める 32
名が “ 経験 3 年未満 ”という結果になりました。そ
の他は、4 年目12 名、5 年目3 名、6~9 年目計 6
名、10 年以上 4 名という結果でした。日本語指導
や適応指導などの専門知識や、学級担任や保護者
との連携手段など身につけるべきことの多さを考え
ると、経験年数が少ない担当者の占める割合に課
題を感じます。
またアンケ トーには、支援会議で話題にして欲し
い事がらや、日頃気になっていることも書いていた
だきました。「学級担任や教科担任の要望を優先
させると日本語教室本来の指導ができない」、「小
学校同士は連携がとれるが中学校に拠点校が無い
ので支援が途切れてしまう」、「日本語指導は楽だ
と思われ校内での発言力が弱くなり頼まれごとが
多くなる」など、担当教員にならなければ分からな
い悩みが多く寄せられました。一方、「今年初めて
担当になったので他の学校の様子を積極的に知り
たい」、「最近増加しているフィリピンの子どものた
めに資料を充実させたい」「外国人保護者も世代交
代によって教育に対する意識が変わってきたので啓
発活動を行いたい」など、自ら課題を見つけ取り組
む意欲的な姿勢も多く見られました。
会議の前半は、自己紹介を兼ね各教室の実態や
担当教員が感じている事など発表していただくこと
により、県内の外国につながる子どもの教育に関す
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る課題を共有することができました。後半は、平成
26 年度から実施すると文部科学省から発表され話
題になっている「公立小中学校における日本語指
導の特別の教育課程への位置づけ」について、現
存する情報を共有するための勉強会を行いました。
この話題については、10月に開催される県教委主
催の担当教員向け研修会で詳細が伝達されること
になっています。11月開催予定の第 2 回支援会議
では、県の研修会伝達事項を踏まえた具体的な協
議を行うとともに、改めてこの欄で報告したいと思
います。
今年度から真岡西小学校の日本語教室担当にな
りました。外国人児童に日本語指導や教科補充な
どをしており、充実した毎日を過ごしております。
真岡市は、西側に工業団地があり、様々な製品
を作りたくさんの方々が働いています。私が勤務し
ている真岡西小学校は、真岡市の中心部に位置し
ています。北側には県道が走り、学区内にはたくさ
んの住宅地があることなどから、１１００名をこえ
る児童が通う、県内で最も児童数の多い小学校で
す。そのうち、１割に近い約８０名の児童が外国
籍の児童です。学校の周囲には工業団地で働いて
いる外国人が多く居住していることが、本校に外
国人児童が多い一因になっていると思います。
私自身が真岡市の出身なのですが、小学生のこ
ろは外国人の児童はいませんでした。外国の方を
見ると珍しいものだと思っていました。ところが、
小学校を卒業し２０年ほどして、本校に赴任しまし
たときに、クラスに４人外国籍の児童がいました。
当時私の学級の児童数は４０人でしたので、１割が
外国人児童ということになりました。学級の児童た
ちは日本人外国人関係なく同じ友達として遊んでい
て、たいへん感心しました。私自身が、自分の中
に垣根を作っていたようで、恥ずかしくなってしまっ
たことを今でも覚えています。また本校への赴任に
より日本語指導教室の存在を初めて知り、外国人
児童にとってなくてはならない場所であることを知
りました。
私は、平成２１年度に宇都宮大学でポルトガル語
の内地留学をさせていただきました。それまでは学
級担任として、児童を日本語指導教室に通わせて
いました。学級に戻ってくる児童が充実した様子で
帰ってくるのを見て、ありがたいと思っていました。
半年間の内地留学の中で、日本にやってくる外国人
の社会的背景や外国人児童生徒を取り巻く教育面
での問題、県内各小中学校での様々な取り組みに
ついて学習することができました。また、ポルトガ
ル語を学習することで、新しい言語を習得する困難
さを実感し、外国人児童が日本語を習得するため
に、大変な苦労をしなければならないこともわかり
ました。内地留学から学校現場に戻ると、外国人
児童が毎日の生活において苦労し努力しているん
だということを、改めて実感できたように思えます。
それから昨年までの３年間、私は学級担任として
勤務してきました。外国人児童にやさしい日本語で
接したり、個別指導をしたりと内地留学で勉強して
きたことを活かしながら、学級担任として指導にあ
たりました。　
これまでの1 学期間、日本語教室担当教員という
立場で仕事をし、日本語指導教室でやっていること
は、日本語指導や教科補充など学習面だけではない
ことがわかりました。保護者に学校のことを詳しく伝え
たりする保護者対応のこと、外国人児童への生活指
導のこと、学級担任との連携を図ること等、たくさん
の仕事に気づきました。その仕事を責任持って遂行
するためには、広い視野を持ち意欲的に取り組むこと
が大切だとわかりました。これからも仲間である日本語
教室の先生方や、巡回していただいている指導助手
の先生、学級担任を含む本校の全教職員と連携して、
日本語教室の仕事にあたりたいと思います。これから
もよろしくお願いします。
真岡市立真岡西小学校教諭 塩野谷佳之
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日本語教室 よろしくお願いします。
